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九州大学決断科学大学院プログラム



今ほど決断が求められている時代はありません。私たちの社会は、地球温暖化、大規模災害、高齢者の医療コスト増な

ど、さまざまな課題に直面しています。これらの課題には大きな不確実性があり、しかも社会的な利害対立があります。こ

れらの課題に対するリーダーの決断が、社会の未来を大きく左右する時代を迎えています。

博士課程教育リーデインク‘プログラムは、全体を術撒し、問題を解決できるリーダー養成を目標に掲げています。とくに

オールラウンド型では、人文社会科学、生命科学、理工学を統合した教育が求められています。しかし、知識重視の教育だ

けでは、決断力や実行力は育ちません。

どうすれば決断力・実行力のあるリーダーを育てることができるでしょうか?本プログラムの戦略は2つです。ひとつは

現場での実践経験を積ませることです。決断科学大学院プログラムでは重要な社会的問題の解決に向けた共同研究を進め

ています。この共同研究を、究極的な問題を解決するという意昧で、ブロジ、工クトZと呼んでいます。この現場で大学院生を

育てます。もうひとつは、経験を一般化しながら、オールラウンド型の新しい科学として「決断科学」を作ることです。

科学の成果を社会的問題解決に生かすには、何らかの対策を選13，必要があります。多くの選択肢の中からどの対策を選

べばよいか?この間いに答えるのが決断科学の役割です。

プログラム責任者

理事副学長安浦寛人
プログラムコーディネーター

込な議矢原徹一



決断科学大学院プログラムでは3つの学識(専門性、学際性、統域性)と、 4つの実践的スキル(研究提案力、プレゼ

ンテーション力、指導力、国際力)を養成するために、以下のカリキュラムを設けます。カリキユラム編成にあたっては、

たくさんの科目を立てることを避け、できるだけシンプルな構成にしました。プログラム学生が主体的にさまざまな課題

に取り組むことを基本にしています。

捜業科目とカリキユラム

科 目 一 覧

Research Design 2単位

養成科目さチプ玉レ] そ

TED演習 I 2単位 2 

性

Technical Writing 1 2単位 TED演習 E 2単位

Technical Writing II 2単位 TED演習 E 2単位

Technical Writing m 2単位 TED演習 N 2単位
コ

Ph.D. Research 2単位
力ン

TED演習 V 2単位

問題解決セミナー I 2単位 リサーチプロポーザル演習 I 2単位

問題解決セミナーE 2単位 i; リサーチプロポーザル演習 E 2単位

問題解決セミナー E 2単位 リサーチプロポーザル演習 E 2単位

問題解決セミナー N 2単位 リサーチプロポーザル演習 N 2単位

問題解決セミナー V 2単位 リサーチプロポーザル演習 V 2単位

統域科学演習 I 2単位 組織研修ワークショップI 2単位

統域科学演習 E 2単位

養詩自指導

組織研修ワークショップE 2単位

決断科学セミナー I 2単位 組織研修ワークショップE 2単位

決断科学セミナー E 2単位 組織研修ワークショップN 2単位力

決断科学セミナー E 2単位 組織研修ワークショップV 2単位

海外実習 2単位 決断科学特別講義 I"'V(各2単位)

書屋
国際シンポジウム 2単位

選択科目

決断科学国際セミナー I"'V(各2単位)

国際共同研究 I 2単位
決断科学特別演習 I"'V(各2単位)

海外実習II(2単位)
国際共同研究E 2単位 韓国語講座(2単位)、中国語講座(2単位)

海外研修 2単位 志教育(2単位)、アントレプレナーシップ入門(2単位) ほか

|Aグループ I:M2(1) +D1 (12) +D2 (4) =計17名

|Bグループ I:M2(計19名)

|ζグループ I:M1(計18名)2014年度後半期のカリキュラム編成

国
際
シ
ン
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ジ
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ム

中
間
報
告
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決断科学の
教科書作成
準備

決断科学の
教科書作成
準備

決断科学の
教科書作成
準備

アウトリーチ

教育(食育)

地域づくり問題解決(自治体)

English 

プレゼンテーションの基礎

決断科学ライブラリー

決断科学の |決断科学の
教科書作成 |教科書作成
準備 |準備

各グループで

隔週講義
なしなしTED演習

国際シンポジウム

Technical 
Writing 

隔週

各モジ、ユールで

隔週講義
統域科学演習II
(人間科学)

統域科学演習I
(統計・QTL'GIS) 実習の振り返り

リサーチ |コミットメント
プロポーザル|の振り返り
作成

メンターと
適宜やりとり

なしなしなしなしなし

カンボジア
インドネシア
済州島実習
屋久島実習
対馬実習

石巻実習
屋久島実習

広島実習
八女実習
久山実習

済州島実習広島実習
屋久島実習

カンボジア
対馬実習
八女実習

バンク、ラデ、シュ実習

インドネシア実習
屋久島実習

年1回集中型

|A:国際共同研究 |

|B:園内実習 | 

|ζ:海外実習 | 

実習のまとめ集中講義

ロ単位]

組織研修WS 組織研修WS
(屋久島)

組織研修WS
(日南)

年1回集中型

|仁:日南 | 

未履修者:屋久島
なしなしなしなしなし

通年自由参加
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Aクループ
プロク‘ラム大学院生(H27.1.1現在)

曾津 光博 (比較社会文化学府)

秋保 亮太 (人間環境学府)

岩塚美由紀 (システム生命科学府)

岩谷 千寿 (システム生命科学府)

呉 凡 (生物資源環境科学府)

萎 恰辰 (理学府)

黒岩亜梨花 (システム生命科学府)

小山 彰彦 (生物資源環境科学府)

孫 実田 (生物資源環境科学府)

竹内 太郎 (地球社会統合科学府)

田中 日 (工学府)

寺本健太郎 (システム生命科学府)

中原 亨 (システム生命科学府)

古川 雄亮 (歯学府)

木村 寛子 (歯学府)

宮島 健 (人間環境学府)

吉津 聡史 (比較社会文化学府)

創造力や企画力を高めるためには、それを培う努力や創造のヒントとなるものを活用していく

必要があります。ここで筆者は、3つのツールをあげていました。それぞれの具体的な書き方・

利用方法に興味がある方は本文を読んでいただきたいのですが、ポイントは自分だけでなく

他人にとっても役に立ちうるというところだと思います。自分のアイデアの種や、思考プロセ

ス・失敗情報などを含んだ裏プランは、表に出てこないのであまり共有することがありませ

ん。しかし、学ぶべき情報が多く含まれているので、組織内で積極活用を検討し、広く情報

発信するのが大切だ、とのことで、した。(決断科学セミナー「失敗学のススメJに参加して)

そうですね!こういう取り組みも入ると思います!個人的には「できますセ'ッケンJのように、

もっと直接的に具体的な行動に結ひeつくものとし1ったイメージ‘で‘したが、デザインの力を利

用することでより多くの人を巻き込んで、意識(←抽象的なものの代表格)を変えていくと

いう点で、MY行動宣言はうまくテsザインの力を利用していると思います。こういうデザイン

(カ3わいい色遣い、ふりがな付きなど)だと、子供から大人まで気軽に参加できますね!よりよ

い決断のためのプロセスあるいは手段のーっとして、「デザインjという切り口を持てるとさ

らに上手く問題解決に結び付けられるように思います!TED演習などで取り入れてし、きた

いです。(由布市の計画策定プロジ.ェクトに参加しで)

感想ですが、f人の思考において、最初から筋道だった展開があるということはほとんと‘

なく、むしろバラバラなのが普通かと。アイデアの種は、同時にたくさんのものがなんの結

びつきも論理性もなく、バラバラに思考平面上に存在するjというのは、しばしば耳にす

ることです。しかし、『形として成立させたこの段階はゴールではなくむしろ創造のスタート

であり、無理や無駄あるいは欠落しているものがないか、結びつきを再度検討する「仮想

演習Jが必要であるjとし1うのはこれまで不十分で‘あったかもしれないと反省しました。創

造力が個人の意識や訓練で高まるのであれば、是非実行したいと思います。(決断科学

セミナー「失敗学のススメjに参加して)

Bクルーフ

浅野 知美 (法学府)

有吉 美恵 (人間環境学府)

池田 裕宜 (システム生命科学府)

北尾 大介 (システム情報科学府)

久保 裕貴 (システム生命科学府)

項 楊(生物資源環境科学府)

佐藤ひかり (システム生命科学府)

杉本 志穂 (システム情報科学府)

今回、広島災害現地に行ってみて、天然災害の力を改めて実感しました。このような

土砂災害は100年一回の確率とのことですが、水路の整備がまず山、要と思います。

そして、森林から考えてみると、土砂災害があったことは、森林の構成と関係あると思っ

ています。住民の安全や生活について、市民の角度から考えることは政府の大事な仕

事だと思います。外国人として、災害復興事業の計画カずとても綿密であることは心から

尊敬しています。(広島土砂災害現場を視察して)

角 玲緒那 (芸術工学府)

田川 一希 (システム生命科学府)

千原 広大 (工学府)

徳永 朔太 (比較社会文化学府)

「持続可能な社会のためのJサステナ7'ル・カフェ(持続可能なカフェつ)を企業と共同

で実施するべく企画書を鋭意作成中です。今日は、挨拶文、決断科学の紹介資料、

他のサイエンスカフェの紹介資料などを役割分担しました。来週には完成し送る予定

で‘す。よろしくお願いします。(サイエンス・カフェを自ら企画)

胡 畏(医学系学府)

本田 博之 (工学府)

馬 漸寧(人文科学府)

松田亜由美 (生物資源環境科学府)

道端 拓朗 (総合理工学府)

cクルーフ。

新川登志朗 (工学府)

石井 絢子 (システム生命科学府)

糸山 修平 (工学府)

岡部 憲和 (システム生命科学府)

柿野 和平 (法学府)

菅野 一輝 (生物資源環境科学府)

楠戸 建 (生物資源環境科学府)

小林 淳二 (工学府)

ジェシンタカマウ (システム情報科学府)

自新田佳代子 (経済学府)

土持 貴志 (人文科学府)

永田麻梨子 (生物資源環境科学府)

中西隆之介 (工学府)

仲野 美穂 (工学府)

野口 修司 (工学府)

野下 文理 (人間環境学府)

土中 哲秀 (経済学府)

森口 夏季 (システム生命科学府)

孟 憲議(人間環境学府)

森田 成人 (工学府)

対馬の抱える過疎化などの問題を肌で感じることができました。予想

以上に荒れ地や放棄田が多くて驚きました。そのような場所では生態

系が一般の水田生態系とは明らかに違っていました。水田生態系の

保全は、人口減少を控える日本にとって一つのテーマだと思います。

(対馬里山再生実習に参加して)

地域の方々の熱心な想いと、行政の方々が一生懸命住民の方々の

活動をサポートしようとしている姿にとても感動しました。大分県も由布

市も由布市民みんなの「湯布院の環境をどうにかしなければJという強

い思いが繋がってやっと動き出したこの会議に何か私も貢献できたら

なぁと思います。(豊かな水環境創出ゆふいん会議に出席して)
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王表 境モジ、ユーjレで対時する大きな問題は、様々なスケールにおける地球環境変動です。人類史上例を見ない近年の地球環境

変動に対してどのような対策をとり、生物多様性などの自然資本の劣化を防ぐべきなのか? また、食糧生産・エネルギー供給と環

境保全を両立させ、持続可能な環境利用をどう実現するのか?これう大きな問題に対して学生と一緒に考え、実践していきます。

カンボジア実習…

環境モジ、ュールのプロジェク卜Zであるカンボジア実習cr国際共同研

究 1J)では、問題解決に向けた更に専門的で、実践的な実習を行うた

めに、日程の一部を自然科学班と社会科学班に分かれて実施しました。

自然科学班は昆虫・水生生物・植物などのインベントリー作成による

生物多様性の実態把握、社会科学班はリゾート開発が進む周辺集落

で、のインタビューと参与観察を通して、「カンボジアの今jを様々な視点

から考察しました。

実習最終日には、学生全員が地域の方々を対象とした実習報告会を

行い、自分たちが学んだもの、感じたことを地域に直接還元することに

よって、相互理解を育むと共に、問題解決のために地域の方々と協働す

ることの重要性について学びました。

『村の方に対して今回の実習の成果についてプレゼンを行った。文化

も言葉も異なる相手に対し、自分の言いたいことを伝えるのはとても難

しかったが、何かしらのレスポンスがあるのは、かなり女喜しいし、テンショ

ンもあがった。(学生のレポー卜より抜粋H

『標高約1000m付近で昨日と同様に夜の森の生物観察とライトト

ラップを行った。林の中には様々な生物がおり、ライトにタイコウチの幼

虫が引き寄せられてきた。倒木を削ってみると、カミキリムシの踊やオオ

クワガタ属の幼虫、クロツヤムシなど様々な甲虫が発見・捕獲された。

(学生のレポートより抜粋H

屋久島実習 げ/………//…//…//……………………………/ω …

「シカ肉利用から人と自然の関わりを考えようJをテーマに、秋の屋久島実習を実施しました。屋久島町内にある屋久島と口永良部島には多

くのヤクシカが生息しており、農林業において多くの獣害の元にもなっています。そこで、地域社会における問題と背景を把握し、解決方策を探る

ために、島内の住民、猟友会、ヤタニク屋など諸施設、林野庁や環境省の方々などへの聞き取り調査と、狩猟や解体、集落の行事、農作業など

への参与観察を重ねました。

学生のみなさんの実習報告では、ヤクシカや狩猟文化について、「解体、精肉の大変さ。衛生状態を徹底させることの重要性Jrヤクシカの持

つ多岐にわたる利用可能性。シカ肉料理のおいしさJr獣害を巡る問題の受け止め方は多様。何が問題なのかわかりにくい面もあるJr命をい

ただくという事を念頭に置く重要性。自分が見ないふりをする人間の一人だったという事Jr猟犬としての屋久犬の魅力の多さ」などの意見があ

りました。

また屋久杉については「住民と行政の意識の違し」今ある資源に頼る生活はいつか衰退してしまう。屋久島の場合は縄文杉。Jr各省庁内も

意識に大きな差Jr屋久杉の持つ魅力。切ってみないと分からない点や時の経過によって生まれる貴重な性質Jr地杉の持つこれからの可能

性jなどの意見がありました。

実習を通して、「人のつながりの重要性Jrちょっとした一歩で、人との関わりを増や

すことができる可能性の広がりJなどの感想があった一方で、「よそ者jとしていかに地

域社会の問題に関われるかという壁にもぶつかりました。学生のみなさんからは、謙

虚さと客観性を大事にしながら、島のみなさんの気持ちを受け止めつつも自分の考え

もしっかりと組み立てていくことの難しさ、そして研究者としてデータを重視して指導す

るだけではなく多様な価値観や視点を持つことの重要性、人間性を高める必要があ

る、との意見もありました。なお、屋久島実習は本実習の他に、生態系保全などの視点、

からも2回実施しました。

EJjJJ ..議
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図国モジューjレ
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J込 書モジ、ユールでは災害時の被害を最小化し、災害に対する復興力の高い社会システムをつくることを目標としています。大

規模な災害が発生した際の災害調査のプログラムの作成と実際の現地調査、その後の報告書作成、シンポジウムの開催等に、教員

と大学院生が協力して取り組みたいと考えています。海外災害調査では、外国の関係機関との事前接触、現地における宿や通訳の

確保などの口ジッスティックスが重要です。また、災害による影響範囲は経済、交通、河川、衛生、生態系など広範に及び調査の実施

に当たっては総合的な視点、調査範囲のスコーピングなど決断が重要です。

インドネシア・アチエ津波被害調査実習 //////

平成16年スマトラ島沖地震で大規模な津波被害を受けた、インドネシアのアチェにおいてプロ

ジェク卜Zとしての実習を実施しました。津波発生当時の被災状況や現在の復興状況、住民の防災

意識について調査しました。津波博物館等で災害の概要を把握した後、 2日間にかけて現地住民の

方に対して津波被害と防災意識に関する聞き取り調査を行いました。ほとんと、の学生にとって海外で

の聞き取り調査は初めてであったため調査開始時は戸惑っていましたが、次第に積極的になってい

く様子が伺えました。

本研修の収穫は、参加学生が通訳ボランティアを行ってくれた現地の大学生と、調査を通じて繋

がりができたことです。研修後もFacebookを通じて連絡を取り合っている学生もいます。難しい課題

を共同で達成するとしヴ活動は国境を超えるのだなと感じました。また、学生から、現場に行かないと

わからないことがあることを実感できたという声が聞けたのが印象的で、した。(井手淳一郎・佐藤辰郎[災害モジ、ユーjレ教員J)

宮城県石巻市実習 〆/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

平成23年3月に発災した東日本大震災により、甚大な被害を被った宮城県石巻市で実施されてい

るfl日北上川河口まちづくり検討会住民報告会J~こ参加しました。旧北上川河口部は、古くから舟運の
拠点、として栄えた rJII湊Jであり、当時の面影を残す構造物を保全し、地域の方の憩いとなる水辺を整

備しながら津波災害を防止する堤防を築く必要があることから国土交通省が中心となり、地元との意

見交換に基づ、いた堤防整備事業が行われています。

学生からは、東日本大震災の被害の凄惨さを実感するとともに、「住民が参画し、行政と一体となっ

てまちづくりに取組むことでト地域への愛着や誇りが生まれるのではないかj、「国ごとに土地所有制度

が異なり、事業の進捗に影響している(中国からの留学生)J等の意見がありました。また、地域の歴史、

文化的な構造物の保存、地元住民の方の旧北上川への愛着などを考慮しながら安全な川を中心とし

た安全な地域をつくる公共事業の困難さについて学び、ました。(厳島怜[災害モジュール教員])

広島市豪雨災害被災地調査 …

広島市の職員の皆様の案内で「平成26年8月20日豪雨災害jで被災した現場を訪れました。復旧作業は概ね完了していましたが、現場に

はまだ生々しい状況も残っており、受講生一同被災状況の厳しさを感じました。その後、 12月2日に発表されたばかりの「復興まちづくりビジョ

ンJ第1次案について説明していただき、内容について意見交換を行いました。

今後は「復興まちづくりビジョンjの実現に向けて、必要な社会基盤整備と地域住民の理解・合意、最終的に出来上がる構造物の質等、技術

的に整理、解決すべき課題は多く、その一方で議論する時間は限られており、復興事業の難しさとその中での市職員の皆様の苦労を実感しま

した。(高尾忠志[災害モジ、ユール教員])
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ーレユジモ
f建 康モジ、ユールでは、人々の健康や生命を維持増進させる事を目的とし、情報科学技術および公衆衛生学的手法等を用い、

様々な環境条件で生じる健康上の問題解決を目指しています。地理的条件、気候、宗教、文化、生活習慣など、国や地域の特徴をふ

まえた社会環境全体を把握し、そこでの保健医療状況や、災害有事対策、健康政策などの問題点を発見し、統域的解決を探るブ口

ジ、工クトを実施しています。

パンダラテ‘シユ実習 /////////////…///
プ口ジ、ェク卜Zとして、バングPラデ、シュで、の実習を8月23日から9月1日までの10日間行い

ました。今回のパングラデ、シュ訪問は前年度の終わりに海外実習として参加した経験を

元に、各自がプ口ジ、ェクトを計画し、実施することで共同研究の手掛かりを見つけていくこ

とが目的です。マイクロファイナンスで有名なグ、ラミングループのMobilityサービスや健康

診断サービスの実施現場へ赴き、各自のプロジェクトを遂行しました。参加した学生はそ

れぞれの興味関心を元に、例えば「バングラデ、シュの都市部と農村部における食生活j、

「バングラデシュ農村部の子どもの口腔衛生管理についてよ「パング、ラデ、シュ郊外地域

における健康と交通移動の関係Jなと、独自テーマを掲げ、実習に臨みました。

プログ、ラムの後半は郊外のKalihati郡へ移動し、移動健康診断サービスを利用してい

る高校を訪問したり、幼稚園や小学校などで、グラミンのポータブル健康診断を用いた健

診に実際に参加したりしました。一方、検診や調査のためには地域に馴染むことも大切

です。地元の植樹祭へ参加したり、グラミンの開催するお祭りで決断科学の活動を紹介し

たりもしました。

このように今回は、郊外地域で行われた健診の機会を利用して、各学生のプロジェクト

として住民やサービス実施者への質問調査や測定調査をパイロット的に行いました。今

後、これらをより発展させて具体的な共同研究とし、さらに生活習慣病を中心とした疾病

予防と健康増進を成功させるような活動にしていきたいと考えます。

久山町コホート研究 ……………………り…………………ノ…………………
健康モジュールの決断科学特別演習で、は、圏内実習として久山町をフィールドにしています。今年度は7月に4日間のセッションを、3グループ

に分けて実施し、各学生興味や専門を生かしたそれぞれそれの視点を課題として設定し取り組みました。例えば、「地域住民における栄養調査

についてJ、「高齢者における燃下機能評価・瞭下指導についてj、「慢性閉塞性肺疾患(COPD)の診断における呼吸機能検査の意義と問題

点についてJ、「地域の訪問健診における遠隔医療の活用についてjなどです。

4日間のプログラムで、午前中は健診会場を回りました。会場全体見学をして、流れを理解した後、実際の健診や検査の補助をしました。栄養

調査の見学や、歯科健診実習の他、内科診察や保健指導の様子なども見学できました。久山町の住民健康診断の項目は基本的な項目の他

に、十分な議論と意見交換の結果、毎年少しずつ項目が変化します。身体測定だけではなく、体組成測定実習、骨密度検査なども行われまし

た。また、今回は近年継続して行われている呼吸機能検査への関心も高まり、住民の方々が帰られた後、実際に測定してみる機会なども得まし

た。午後は、久山町の研究室を見学し、そこへ詰めている専門家とデ、イスカッションをしたり、関連の資料を収集したり、モジュール教員ともデkス

カッションをしました。

後日、各人の課題を元に観察してきたことを報告しました。学生からは「コホー卜研究として有名な久山町だが、実施側の態度があくまで健康

増進事業に徹しているところが意外だったJ、「住民の健康に対する知識が高くて驚いた。時間をかけた指導と説明が功を奏していると思うj、

「健診にITなどを装備した遠隔医療システムを用いることの有用性は低し1かもしれない。そもそも個人情報のセキュリティーをどう管理するかは

課題であるjなど、様々な意見が出ました。
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thν ユいンモ
念会-'.νt.治モジ、ユールで、は、縦割りを打破し、法律・制度・経済のよりよいガパナンスを確立する

ことを目標としています。なお法的拘束力または上位圧力を行使して統治する「ガパメントJ
に対して、集団が自らを円滑に統治することが「ガパナンス(統治)Jです。統治モジ、ユールで

は、持続可能な地域社会のための問題解決の手掛かりとして、福岡県八女市、長崎県対馬市、

韓国済洲島を主なフィールドとし、地域における具体的な事例を通じて、頻出する課題や利害

当事者についての概括的な理解と、国際比較を通じて広く普遍的・一般的な観点を獲得する

ことを目指しています。

対馬市では、漁業や農業を職業として選択する

人は少ないという現状を知りました。市長のお話

では、農業や漁業は所得が低く、島の若者は高校

を卒業すると本土に出て行ってしまい、年間300

人の人口減につながっているとのことでした。一

般社団法人MIT(M:みつける・1:いかす・T:つなぐ)の細井さんに

よると、親世代が島の魅力を伝え切れておらず、教育として盛り込む

べきとのことでした。インターネッ卜通販を手がけられ、対馬の漁業の

新しい形を模索されていらっしゃいました。今後は八女市、対馬市

で調査を行うことで、合併した自治体間での比較、人口減少してい

る地域間での比較を行うことを検討しています。

(有吉美恵[修士2年])

八女市は八女、上陽、立花、星野、黒木、矢部

が合併してできた市である。福島の街並み保存や

観光の取り組みに対する調査では、八女市はマ

チづくり成功地区であるように思われた。他方、上

陽と星野地区での調査では、田舎の暮らしに魅

力を感じ!ターンで移住した若者が交通の不便について頭を悩ませ

ていることがわかった。矢部でのヒアリングから人口流出の問題、そ

してそれに対する解決策も見えてきた。地域再生と一言で、いってもそ

の地域が抱える問題や切り口は多様なものである。今後はこれまで

の事前調査の情報を活かしつつ、交通や地域への愛着、人財の創

出といった問題に実際に取り組み、その結果を評価、反省して改善

していくプロセスに移行する予定である。

(徳永朔太[修士2年])

済州島には雇用がたくさんあり、転入率が転出率より高いという状況は、圏内フィールドである八女市・対馬市とは大きく違い

ます。一方で、、圏内外からの移住者が増加しておりそこから問題が生じているとし1う点は済州島独特の特徴でトす。3つのフィールド

をどう比較または繋げてし1くかは今後の課題で、す0 ・ II (浅野知美[修士2年])

外国人観光客の急増への対応困難という点では済州島と対馬市は共通の課題を抱えています。しかし、済州島は特区指定

されていて様々な規制緩和が進んで、いる点、都市からの移住民もまた急増しており、比較的若い働き手が多い点など、相違点も

数多く知ることができました。今後の活動でさらに掘り下げていきたいと考えています。(木村寛子[博士2年])

日本と韓国で国は違うけれども、そこで一生懸命に地域を良くしていこうと情熱をもって活動していらっしゃる人がいることがわ

かりました。背景や状況は違うけれど、地域おこしという大きな枠で見ると似たようなことも数多く行われていることがわかりまし

た。改めて、人の力とつながりの強さを感じました ・ 一一 (土中哲秀[修士1年])
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ーレユいンモ
メ、間モジ、ユールでは人聞をよりよく理解し、社会におけるさまざまな対立不安を解消し、多様な価値観を持つ市民の協力協

働を発展させることによって豊かな社会を作ることを目指しています。人間モジ、ユールの教員-学生は、他のモジ、ユールの活動に参

加し、決断科学を構築するうえで中心的な役割を果たします。研究現場での大学院生の活動の記録などをもとに、成功-失敗の事

例を比較し、現場を経験した学生とともに、よりよい決断のあり方を探ります。

海外実習 り//……………………………………ノー/////…/////……

惨カンボジア
環境モジ、ユールのカンボジ、ア実習に同行し、熱帯林の破壊状況の

視察及び現地住民・自治体を対象とする社会的調査を行った。

カンボジアにおける森林伐採の現状や問題点を肌で

感じることができた。この問題を解決へと導くには、

[人々にとって森林伐採をすることの方がコストとな

り、保全をすることの方がインセンティブとなるj仕

組みつ。くりをすることが求められると思う。

(宮島健[博士1年])

統治モジュールの済州島実習に同行し、地域社会のガ、バナンスに

おける人間関係の社会心理学的調査を行った。

砂インドネシア
災害モジュールのインドネシア実習に同行し、津波被害の実地調

査、現地住民のレジ‘リエンス(精神的回復力)に関するインタビュー

調査を行った。

圏内実習 /

人間モジュールのミッションは、決断が行われる様々な現場におい

て有用となる「人間の意思決定過程jを理解し、一般化できる課題

に適した決断プロセスを探ることである。そのためには、どのような現

場でも通用できる問題解決に向けた決断の基礎スキルを学ぶこと

が求められる。そのために、人間モジ、ユールでは、今年度2月に伊都

キャンパス内の宿泊施設ドミトリー田での実習を行う予定である。こ

の実習は、人間モジュールの学生のみならず、各モジュールの学生に

も参加してもらい、これまで経験してきた様々な現場とは異なるシミュ

レーション場面における決断過程の訓練を行ってもらう。

実習では、数日間に渡って、現実の問題解決場面をシミュレートし

た模擬場面を設定した意思決定課題に繰り返し取り組む。その中

で、人聞が情報を処理する

知覚・認知過程、集団の

中での人間関係のあり方

などを身に付けてもらう。そ

れとともに、意思決定課題

中の心理的・生理的ストレ

ス状態を測定し、課題後に

自己省察を行う。これによ

り、決断時の自己理解も深

めてもらう。
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図 ムチ
J.J;、
~~c::， 括チームは、本教育プログラム全体のマネージメントに携わります。 5つのモジ、ユールの連携させて立体化し、「決断科学J と

いう学問を体系づけるため、多様な専門分野の教員から成り立ち、学生とともに多面的な活動を行なっています。

日南市組織研修ワークショッブ 〆/

今回の組織研修ワークショップは1泊2日で日南市に赴き、日南

市の現状を把握しその問題点について微力ながらその解決策に

ついて考えるなかで決断科学の仲間と親睦を深めることを目的と

して行よいました。

内容としては、 1日目日南市に到着した後、各グループに分かれ

て日南市の各地域の興味深いヒ卜・モノに対して実地で調査を行

いました。この中で私が訪問したのは、「道の駅・酒谷Jとその近傍

に位置する「坂元棚田jでした。そこでは、道の駅酒谷の設置時の

経緯や、駅長さんをはじめとしたそこに関わる人々がどのような意

識もって行動(アジサイの植栽やボランティアでの周辺の見守り活

動など)しているのかについて聞き取りを行うことができました。

グループ行動が終わった後、宿泊所に戻り、日南市役所の方々

はじめ関係してくださった皆様と懇親会を行いました。ここでは、業務の場では聞けないようなざっくばらんなお話を聞くことができ、たいへん有

意義な時間でした。

そして、 2日目は市長、日南市職員の方々との意見交換を行いました。他のグループは、それぞれの行った調査に基づ、いて非常によくまとまった

発表を行っており、素晴らしかったと思います。私たちのグループもアドリブも交えながらしっかり発表を行うことができました。TEDセミナー等で

「笑いを交える」ことや「ゴーjレを明確』こするJということを意識したことで、聴衆を引き込むだけではなく、発表者の方も時間のない中で落ち着い

て発表を行えるのだということは、今回初めて気づ、いたことでした。

この後、飲肥地区という歴史的な街並みが保存されている地区を視察し、その中で、日南市の魅力ある風景や生産物について調査を行いまし

た。ここで感じられたことは異なる分野の人々と色々なところを見て回るのは、非常に刺激的で面白いということです。普通に観光しているだ、けで、

は思いもかけない着眼点で街を見て回ったり、地場の生産物などを見るのは新鮮な感じを覚えました。

最後に今回の日南研修では、日南市の方々の温かさ、また引率してくだ、さった先生方の'1婁の深さに私たちは多分に助けて頂きました。この研

修で得た多くの知見をこれからの決断科学プログラムや主専攻の活動などに生かしていくことが、私たちが最大限報いることができる方法だと

考えています。このことを心に留めて、これからも多くの課題に対して向かっていく所存です。

(楠戸建[修士1年])

TED English Seminar / 
During the last TED English seminar， we role played 'negotiation between two parties (scientist and committee)¥It was long play as the 'give and take' 

of real negotiation tend to be drawn out. It was suggested that students could role-play steps of negotiation scenario to become more confident in 

English presentation skills. Below are common phrases used in the different acts of negotiation. Choose and memorize your favorite phrase and when to 

use it. You can use these for the rest of your life when speaking English either as a proposer or an evaluator in a committee. 

ACT 1: welcome， the committee explains the procedure， the scientist gives a summary statement 

1. Welcoming / Relationship building between PX (committee) and PY (Scientist) 

Phrases used by the committee: 

1 would like to welcome you to ... . 

On behalf of ... 1 would like to welcome you to… 

It's my pleasure to welcome you to… 

How was your flight? 

Would you like something to drink? 

Phrases used by the scientist: 
Thank you so much for the invitation 

It is a great opportunity to speak with you today 

~後略~

(フィルゼ・ジャヴ、ァデイ[総括チーム教員J/リベイ口・ハーグレイブ ・アンドリュー[健康モジュール教員])

品
引
け
，

Iwin 

You lose 

Ilose 

You lose 
Youwin 
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決断科学特別演習(プロジ‘工クトy)

『自然再生の現場を学ぼう!J

プロジェク卜Yの一つ「自然再生の現場を学ぼうリでは、中津市

の野依新池に行き、希少種べッコウトンボの生息場管理のため、池

全体に繁茂するヨシの一部を刈り取った。作業自体は残念ながら雨

により途中で切り上げることになったが、ヨシの根を陸地にあげる作

業をあと2時間も行えばあるいは疲労図懲して立ち上がることもでき

なくなったかもしれない。作業終了後は近所の公民館で、実際に管

理をしている地元の方々と話しをする機会を頂いた。

~中略~

現在日本にある希少生物の生息地は、地域住民のボランティアに

より維持されていることが多い。しかし時間がない、お金は自費、現

場の作業が過酷等多くの困難がある。もちろんそれらの負担を乗り

越えられるパワフルな人もいるが、やめてしまう人が多いのもまた事

実である。「ボランティアJの語源はラテン語のVoloであり、「自主的

に!という意味である。自主的に何かをすることがボランティアであれ

ば、自主的にやめることもまたボランティアなのだとかつて訊いたこ

とを思い出した。そんな「ボランティアJに生息地の維持管理をすべ

て任せる今の状況は、流石に無理があると感じた。

貴重な生き物やその生息地を本当に守るのであれば、予算を付

けて責任をもって維持管理を業務とする人員を配置し、そして時に

地域のボランティアと協力しながら持続的に生息地を守る体制や

ネットワークが必要だと感じた。

(レポートより抜粋、菅野一輝[修士1年])

~前略~

参加して実感しましたが、根っこを除去するのはかなりの重労働

です。若い人手が必要です。しかし、野依地区は、高齢化と過疎化が

進行しており、保全グループも例外ではありません。地元の会長さん

が今年からアシ刈りを辞めるつもりだったとおっしゃったのが印象

的でした。

~中略~

地元の会長がおっしゃっていましたが、年に4件ほど、小学校や幼

稚園の地域の子どもが見学に来るそうです。こうした機会が、ベッコ

ウトンボが地域の資源であるとの評価付を地元の方々に与え、保全

に価値を与えることになるのだと思います。おそらく、ベッコウトンボそ

れ自体よりも、次の世代との繋がりが地元の方が保全活動を続けて

こられた原動力ではないかと思います。

一方で、野依地区には保全のための余裕がなくなりつつある実情

が有ります。解決のためには、社会の資本・資源・活動が集中してい

る都市部の人間に訴えかけ協力を募る仕組みが必要であると考え

ます。自然を大切に思い、保全に興味を抱く機会は、自然が豊富な

環境よりも、自然が大きく失われた都市部においてむしろ多し1かもし

れません。地元と地域社会を繋ぐ、保全現場と都会を繋ぐ、我々 も、

べッコウトンボを通じて野依地区と繋がりました。「繋ぐことjがこれ

からの保全の実践に向けたキーワードであると感じます。

(レポートより抜粋、田中亘[博士2年])

九州大学持続可能な社会のための決断科学センター

E-mail: ketsudan@jimu.kyushu-u.ac.j 

公式ウェブ、サイト

http://ketsudan.kyushu-u.ac.jp 


